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一一般ニュース

一般

本部環境安全課

本部防災訓練、実施される

　12 月 21 日（火）に平成 22 年度東京大学本部棟等防
災訓練を実施した。今回は、昨年度対象建物であった本
部棟、第２本部棟に加え、学生支援センター、本郷角川
ビルなど、キャンパス内外を問わず本部に所属する全て
の教職員を対象とし、大きな地震が発生したという想定
で避難訓練及び安否確認訓練が行われ、引き続き、災害
対策本部活動訓練が行われた。
　災害対策本部活動訓練には、濱田純一総長をはじめ、
役員全員のほか、多くの本部各部教職員が参加した。総
長が震度６強であったという情報を受け、災害対策本部
の設置を宣言し、山上会館に災害対策本部を設置するに
あたり、応急危険度判定士による建物の被災状況の危険
度判定訓練が行われた。その後役員等で編成された災害
対策本部員による意思決定訓練、教職員約 100 名が総務・
広報班、警備誘導班、物資調達班、施設環境班の４班に
分かれ、それぞれ各部局への情報収集訓練、各門までの
ルート調査・報告訓練、物資配給訓練、インフラ確認訓
練等を行った。

濱田純一総長による災害対策本部設置宣言

災害対策本部意思決定訓練の様子

部部局
ニュース

部局

大学院工学系研究科・工学部

第一回協定校訪問プログラムを実施

　９月 21 日（火）から 29 日（水）までの日程で、工学
部学生５名と工学系大学院生６名、計 11 名がスウェー
デン、ストックホルムのスウェーデン王立工科大学
（KTH）および英国、ロンドンのインペリアル・カレッジ・
ロンドン（ICL）を訪問した。
　当プログラムは短期間の留学体験により国際的な学術
環境に触れ、人的交流を通じて留学の意義を考え、かつ
自己研鑽の楽しさを実体験し、長期留学へのファースト
ステップとするという趣旨で、当研究科国際交流室が企
画した。実際、現地の学生と共に行動し、講義・ゼミへ
の参加、図書館の利用、学生の自宅やアパートへの宿泊、
学食での多くの学生を交えた食事など、コミュニケー
ションを通して留学生活を体験することができた。
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　訪問校は当研究科と関わりの深い EU圏の協定校を第
一候補とした。また、訪問時期は東大が学期中でなく、
訪問校が学期中で、東大生が参加するインターンシッ
プやゼミ合宿の日程から比較的外れている時期、すなわ
ち９月の中旬から下旬に決定した。これには日本人学生
に行なった大学訪問に関するアンケートの結果も参考に
した。
　スウェーデン王立工科大学（KTH）には、事前に国
際交流室を通じて、英語で行われる講義やワークショッ
プに東大生が参加できるように依頼した。またKTHの
日本語担当教員に、日本語を勉強している学生で日本人
学生のホストをボランティアで務めてくれる学生を募っ
ていただいた。その結果、東大生 11 人全員がそれぞれ
KTHの学生とペアになり、全日程の行動を共にできる
ようになった。また、KTHの学生も東大生と友達になり、
日本語で話したり、日本のことを聞いたりできるので双
方にとってよい学びになった。
　東大生は昼間の勉強だけではなく、黄昏時のスチュー
デントパブでの親睦会、学外にある専門分野の施設や建
築物見学、また週末の旧市街見物などほぼ全行程をホス
ト学生とともに行動した。ストックホルム滞在５泊のう
ち３泊を学生の自宅またはアパートに宿泊させていただ
いた。

スウェーデン王立工科大学での学生交流会

スウェーデン王立工科大学の学食での昼ごはん

　次に訪問したインペリアル・カレッジ・ロンドン（ICL）
では、国際交流室を表敬訪問し、東大の Students’ 
Delegation として歓迎を受けた。ICL の国際交流ボラン
ティア学生と日本語教室の学生が学内の案内と市内観光
案内をしてくださった。日本人学生は事前に訪問したい
研究室に連絡し、教授にお話を伺うなど短い滞在期間を
有効に活用した。

インペリアル・カレッジ・ロンドンの国際交流室

　プログラム終了後行なったアンケート調査では、学生
生活の実体験、現地学生との深い交流、留学の雰囲気を
味わったことへの喜び、留学のモチベーションが上がっ
たこと、自分の現在の英語力と留学に必要な英語力の差
を認識したことなど様々なコメントから留学への前向き
な姿勢が窺えた。

　第一回協定校訪問プログラムは、参加学生の高い満足
度とプログラム目標の達成をもって終了することができ
ました。ご協力くださった方々にお礼申し上げます。

部局

大気海洋研究所

秋の所内厚生行事、写真コンテストと
卓球大会を開催

　11 月 15 日（月）～ 30 日（火）に所内厚生行事の一
環として写真コンテストを開催した。大気海洋研究所に
関係する方々から広く写真を募り、大気海洋研究所１F
エントランスホールに専用の展示場を設けて展示を行っ
た。展示期間中、「空・海部門」、「調査・研究活動部門」
など５つのテーマごとに、見学者の投票により投票賞を
決定した。また、所長が選ぶ所長賞も設けた。写真コン
テストは、旧海洋研究所時代を通しても 20 年以上行わ
れていない中で手探りでの開催であったが、今回 70 近
くの応募作品が集まり盛況であった。どの作品も見応え
があり、展示期間中は大気海洋研究所に出入りをする多
くの方が入り口で足を止めて作品に見入っている姿が見
られた。
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多数の力作がそろった写真コンテストの展示風景

　また、11 月 17 日（水）～ 12 月３日（金）には、所
内厚生行事の一環として卓球大会を開催した。中野キャ
ンパスにあった旧海洋研究所では毎年ソフトボール大会
を行うことが恒例となっていたが、今年度は柏キャンパ
スに移転し、旧気候システム研究センターも一緒になっ
た新研究所での初のイベントとなった。柏キャンパス内
には昼休みや夕方に教職員が気軽に利用できるグラウン
ドが無いため、ソフトボール大会の代わりに新たに企画
されたのが、新研究所の広いエントランスホールを利用
した卓球大会である。
　大会では研究部門ごとに団体戦のチームを作り、全
12 チームによる予選リーグと決勝トーナメントが行わ
れた。試合中は和気あいあいとした雰囲気で参加者の交
流が深まり、最上階（７階）からも俯瞰できる吹き抜け
のホールは歓喜の声と悲鳴が響き渡る活気あふれる場と
なった。物性研究所と新領域創成科学研究科から卓球台
をお借りするというご近所付き合いもあり、新研究所な
らではのイベントが誕生した。

普段の研究所生活とは一味違う卓球を通じての交流

部局

大学院総合文化研究科・教養学部

「第五回東京大学E.S.S. 杯争奪英語弁
論大会」の報告

　12 月 19 日（日）13 時から 18 時ごろまで、安田講堂
において、東京大学 E.S.S.（学生団体）による第 5回東
京大学 E.S.S. 杯争奪英語弁論大会が開催された。
　本大会は、執行部学生 13 人（教養学部１、２年生）
を中心に、東京大学 E.S.S. のメンバー（130 名程度）で
運営している。
　大きなコンセプトとして、「世界に通用するパブリッ
クスピーキングの場を提供」を掲げ、他にも「年齢・国
籍を問わず幅広く出場者を募集」「聴衆をも巻き込んだ
全員参加のイベント」などを主要な目標とし、下記プロ
グラムを実施した。
(1) オープニングセレモニー
(2) プリペアードスピーチセッション
(3) インプロンプトスピーチセッション
(4) クロージングセレモニー及び表彰
(5) レセプション（於：山上会館）
　事前の予選を勝ち抜き出場したスピーカーは計 10 名
で、審査員には沼田貞昭氏（鹿島建設顧問・国際交流基
金日米センター特別参与）をはじめとする著名な６名を
お招きした。審査の結果、山品せしりあさん（加藤学園
暁秀高校）が第一位に選ばれた。審査員の一人である国
際弁護士のW.Wakely 氏からは「めまぐるしく国際環
境が変化する中、このような場をもつことは、私達の現
在と未来、そして私達と世界との架け橋ともなりうる有
益なものだろう。10 名のスピーカーの姿はみな素晴ら
しかった。」との審査評をいただき、今大会主催団体で
ある東京大学 E.S.S. 代表の成清俊介君（文科一類２年）
からは「幅広い方々からの支援があって私達の思いが実
現できたことに心から感謝したい。どのスピーチも、こ
の壇上で、それぞれの声によって聴衆の心に届けられた、
大変素晴らしいものでした。」との総評があった。
　今回、東大一年生の出場枠を１つ確保して予選を行い、
80 人超の東大 E.S.S. 一年生全員から本多正俊志君（理
科二類１年）がスピーカー（登壇者）として選ばれ、「The 
Link Between Bioethics and Global Leadership（生命科
学とグローバルリーダーシップ）」というテーマのもと、
濱田純一総長の目指す「国境なき東大生」の一つのあり
方を聴衆に示した。さらに初めての取り組みとして、登
壇者の了解を得て Ustream によるライブ（動画）配信
を実施し、北京大学賈蕙萱教授をはじめ、来場が難しい
多くの方に観ていただき、好評を得るとともに、コンセ
プトに掲げた「世界へ通ずる場」への大きな前進を遂げ
た。
　なお、当日の来場者数は、昨年と同様に 300 人を超え
約 425 人となった。
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クロージングセレモニー及び表彰

部局

情報基盤センター

学際大規模情報基盤共同利用・共同
研究拠点　第２回シンポジウム 開催
報告

　情報基盤センターでは、１月 12 日（水）、13 日（木）
に「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 第 2
回シンポジウム」を、独立行政法人 理化学研究所 計算
科学研究機構（神戸）で開催し、179 名の参加者（大学
103 名、独法等研究機関 33 名、企業他 43 名）を迎えて
盛会のうちに行われた。
　「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」（以下、
当拠点）とは、北海道大学、東北大学、東京大学、東
京工業大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大
学にそれぞれ附置するスーパーコンピュータを所有する
８つの共同利用施設を構成拠点とし、本学情報基盤セン
ターがその中核拠点を担う「ネットワーク型」共同利用・
共同研究拠点である。各年度で共同研究の公募・採択が
行われ、当拠点との共同研究を実施する。
　今回のシンポジウムは、平成 22 年度公募型共同研究
に採択された全 37 課題の中間報告を兼ねており、当拠
点の課題審査委員による審査と併せて、各課題の発表後
には委員に限らず一般の参加者も交えた活発な質疑や意
見交換が行われた。
　シンポジウムの開会では、石川裕総括拠点長（情報基
盤センター長）の挨拶に始まり、岩本健吾文部科学省研
究振興局情報課長の来賓挨拶に次いで、平尾公彦理化学
研究所計算科学研究機構長より「京コンピュータと計算
科学研究機構」の表題にて基調講演が行われた。
　また、初日の全セッション終了後には同機構研究員の
案内により施設見学も行われた。
　閉会では、中島浩課題審査委員長（京都大学学術情報
メディアセンター長）からシンポジウム全体のサマリー
を含めた挨拶があった。

　当シンポジウムのプログラム、基調講演スライド、お
よび、講演予稿（中間報告書）の正式版は次のURL か
ら参照可能である。

当シンポジウムホームページ
http://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/sympo/

基調講演を行う平尾公彦理化学研究所計算科学研究機構長

シンポジウムの様子

理化学研究所計算科学研究機構の施設見学の様子
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部局

地震研究所

職員研修会を開催

　地震研究所職員研修会が１月 24 日（月）～ 26 日（水）
に行われた。この職員研修会は技術系職員の技能向上を
目的として毎年地震研究所が開催するもので、他大学の
関連分野技術職員にも参加を呼びかけ、発表者には本学
から旅費が支給される。企画・運営を技術職員による実
行委員が主体として担っている。今回も他大学からの
14 名を含む計 40 名の技術系職員が参加して、１日目と
３日目は技術発表と特別講演が、２日目には３グループ
に分かれてのグループ研修（講習）が行われた。
　技術発表では深海や極地を含む国内外での野外観測調
査や機器開発・データ処理システム、観測技術の変遷な
どの多岐にわたる 12 件の話題が紹介され、聴講の教員
等も交えての活発な質疑応答があった。２名の教員によ
る特別講演では、「西南日本に発生する様々なスロー地
震」と「なぜミュオンで火山内部を見ることができるよ
うになったのか」についての包括的でわかりやすい解説
が行われた。２日目のグループ研修のテーマは昨年度に
引き続いて、所外専門家による「ノイズのはなし」、資
格取得に向けた「第二種電気工事士」、インターネット
技術を理解するための「ネットワーク講習」があり、日
常業務に直ちに役立つ内容であるだけに真剣な表情で受
講する姿が多く見られた。毎年参加する他大学からのメ
ンバーも多く、休憩時間には活発に情報交換する姿が見
られた。
　１日目の夜には所内ラウンジで懇親会が開かれ、また
３日目午後にはオプションの所内ラボツアーも行われ
た。全日程を修了した 37 名には修了証が授与された。

技術職員による技術発表

「第二種電気工事士」グループ研修風景

修了証の授与

部局

大学院工学系研究科・工学部

文化財防火デー消防演習行われる

　１月 26 日（水）12 時 30 分から 13 時まで、「文化財
防火デーに伴う消防演習」が工学部列品館（登録有形文
化財）にて行われた。今回の消防演習は、東京消防庁本
郷消防署からの協力依頼により行われたもので、列品館
自衛消防隊の消防訓練も兼ねて行われ、列品館に在勤す
る教職員、本郷消防署消防隊および本郷消防団が参加し
た。
　訓練は、列品館の外周で発生した火災を警備員が発見
し防災センターに通報するという想定で訓練が開始され
た。訓練用の煙が焚かれ、119 番通報の訓練とともに、
自衛消防隊長の指示により、避難訓練や消火器による初
期消火訓練が行われた。本郷消防署からは、はしご車１
隊、ポンプ車２隊、指揮隊１隊、消防団１隊が出動した。
屋上に逃げ遅れたという想定で、萩谷昌己情報理工学系
研究科長と研究科長秘書の高原友子さんがはしご車によ
り救出された後、列品館に向かって約 30 秒間の一斉放
水を行い、「文化財防火デー」についてのアピールを大々
的に行った。
　演習直前に消防署による広報活動が行われたことと、
昼休み中に実施されたこともあって、見学に訪れた学生
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や教職員も多く、消防隊員による本番さながらの演習の
様子や、はしご車などの消防車両を携帯電話のカメラな
どで撮影する姿が見受けられた。
　「文化財防火デー」は、昭和 24 年１月 26 日に奈良県
法隆寺の金堂で火災が発生し、白鳳時代に描かれた十二
面壁画が焼損したことをきっかけに、昭和 25 年に文化
財保護法が制定され、昭和 30 年から１月 26 日が文化財
防火デーと定められた。本郷消防署では、この文化財防
火デーに合わせて、放火火災の予防や自衛消防訓練の実
施の呼びかけを目的に消防演習を行ってきたが、57 回
目を迎える今年は、工学部列品館のほかに「根津神社」「吉
祥寺」でも演習が行われた。

訓練用消火器を用いた初期消火訓練

はしご車による救助訓練

消防隊による一斉放水

部局

地震研究所

2010 年度地震火山災害予防賞の授与

　地震研究所では今年度から、地震火山の観測・研究や
防災の分野で、その技術的側面で顕著な功績のあった者
を、地震火山災害予防賞として表彰することにした。こ
れは、財団法人震災予防協会が 2010 年末に解散し、そ
の資産が本学に寄附された際に、同協会がこれまで震災
予防協会賞として行ってきた表彰を引き継ぐために設置
されたものである。震災予防協会は、地震研究所と兄弟
のような歴史を持つ。1891 年濃尾地震の後に文部省に
震災予防調査会が設置され、 1923 年関東大震災の後に
地震研究所と震災予防評議会（震災予防協会の前身）と
に生まれ変わった。共同利用・共同研究拠点としての地
震研究所の役割を鑑みて、地震火山災害予防賞の受賞者
の所属・身分は問わないこととした。
　2010 年度の地震火山災害予防賞は、北海道大学大学
院理学研究院の岡山宗夫氏（嘱託職員）と京都大学防災
研究所の園田保美氏（技術職員）に決定した。岡山氏は、
北海道大学地震火山研究観測センターの地震・地殻変動
観測施設の設置・維持ならびに後進の指導の功績が、園
田氏は京都大学防災研究所宮崎観測所を中心とする地殻
変動観測機器の製作・観測の継続ならびに 19 世紀の水
平振子傾斜計の復元への功績が、受賞の対象となった。
１月 26 日（水 ) に、地震研究所職員研修会に引き続い
て授賞式が開催され、平田直所長から賞状（盾）が贈ら
れた。
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授賞式後の写真：右から平田直所長、園田保美氏、佐竹健治副所
長（選考委員長）

岡山宗夫氏には北海道大学にて受賞して頂いた

部局

地震研究所

新燃岳噴火の合同説明会を開催

　霧島火山群の新燃岳では、１月 26 日（水）より中規
模な噴火が発生しており、数回の爆発的な噴火も観測さ
れて、風下にある地域では噴石や火山灰などによる被害
が拡大している。霧島に観測所を持つ地震研では 27 日
から特集のウェブサイトを立ち上げて、この噴火に関す
る最新の情報を発信するとともに、連日、100 件近い問
い合わせに対応している。（http://outreach.eri.u-tokyo.
ac.jp/eqvolc/201101_shinmoe/）
  噴火の推移を予測するのは一般的に困難だが、新燃岳
は数百年ぶりのマグマ噴火、しかも参考にできる事例は
一例しかなく、地震学、岩石学、測地学などのデータを
統合して考察を進めている。噴火翌日の 27 日には現地
に入り、他大学や他研究機関と協力して、噴火噴出物の
採取や観測点の増強を行った。

  その報告と最新の知見を広く情報公開するために、30
日 15 時から地震研にて報道関係者を対象とした合同説
明会を実施した。本所火山噴火予知研究センターや数理
系研究部門等の火山学を専攻する教員により、噴火の現
状と今後の推移が解説され、その後、質疑応答が行われ
た。
　100 名近くが収容できるセミナー室には４台のテレビ
カメラと多くの記者が詰めかけ、満席での開催となった。
その映像は中継車からの電送によって即座に同日夕方の
ニュースで放映されたほか、新聞各紙に取り上げられ、
災害情報の発信の重要性が改めて認識された。

1 月 26 日から断続的な噴火を始めた新燃岳

新燃岳噴火に関する合同説明会に詰めかけた報道関係者

解説をする武尾実教授（右）と中田節也教授（左）
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部局

先端科学技術研究センター

教授会セミナーで「伝える」：2011年
から短期滞在外国人研究者も対象に

　先端科学技術研究センターは設立以来、４つの基本原
則「学際性」「流動性」「公開性」「国際性」を掲げて研
究活動を行っている。特に「学際性」は、幅広い学問領
域から研究者を招へいすることで、複雑化する諸問題を
多面的に捉えることを可能にし、「学術の発展と社会の
変化から生じる新たな課題へ機動的に挑戦し、人間と社
会に向かう先端科学技術の新領域を開拓することによっ
て、科学技術の発展に貢献する」という先端研のミッショ
ンステートメントとも深く結びついている部分である。
　その一方で、忙しい研究者がただ単に同じ研究所に在
籍しているだけでは学際性、有機的な融合はなかなか生
まれない。そこで、ひとつのきっかけ作りとして毎月、
「教授会セミナー」が開催されている。これは隔週で開
催されている教授総会の前の時間を使い、様々な先生方
にその研究内容をご紹介いただくものである。プレゼン
時間 15 分、質疑応答５分という限られた時間ではある
が、その中で専門外の教員にも関心をもってもらえるよ
うに、テーマ選びやプレゼン方法に工夫が見られること
も多く、凝縮された内容になっている。
　セミナーはその日によって、１本のこともあれば 2本
のこともあるが、例えば 12 月はバリアフリー分野の研
究者から補聴器と「聞こえ」に関する話（大沼直紀客
員教授）、システム生物医学の研究者からはアジアのが
んに関する話（赤座英之特任教授）、と全く違う領域の
内容であった。また 2011 年からは、短期で先端研に滞
在する外国人研究者にもこの場を利用してセミナーをお
願いすることになった。１月は先端研の西成活裕教授と
共同研究をしているミラノ＝ビコッカ大学のステファニ
ア・バンディーニ特任教授に”From Multidisciplinary 
to Multicultural: the Challenge of Complex Systems” と
いうタイトルでお話しいただいたが、その内容自体が学
際的で先端研らしく、非常に興味深いものであった。

2011 年１月、Stefanie Bandini 特任教授のセミナー

　これら多岐に渡る教授会セミナーに共通したテーマを
与えるとしたら、それは「いかに伝えるか」ということ
なのかもしれない。まずは同じ組織内に自身の研究内容
を伝え、モットーとする「学際性」を実現するためにコ
ラボレーションの可能性を探る、ということ。さらには、
社会に向けて発信をしていくということ。その試みとし
て 2005 年以降の「教授会セミナー」は原則すべて、先
端研のウェブサイトで動画（またはポッドキャスト）を
提供している。

ウェブサイトのイメージ

http://www.rcast.u-tokyo.ac.jp/ja/research/meeting/
index.html
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http://pari.u-tokyo.ac.jp

17vol. Policy + alt
ポリシーアルト

※ この連載では、政策ビジョン研究センターが現在最も重要視しているトピックスを中心に、そのときどきのホットニュースを、当センターの取り組みの様子、活動状況などと共にご紹介していきます。

政策提言

　新しい科学技術が社会に適用される際に
は、その進展段階に応じた様々な政策的対
応が必要になります。しかし、新しい政策
の実現には一定の時間がかかり、科学技術
の進展スピードに追いついていないのが現
状です。
　先端的科学技術が社会に及ぼす影響を早
い段階で予見し、社会的対応策を提示する
テクノロジーアセスメント（先端技術の社会
影響評価：TA）は、こうした背景の下、政
策決定の補完的な役割を務めるシステムと
して期待されています。今回の政策提言で
は、TA を制度化することによってその役割
を強化し、長期的・戦略的視点から先進技
術の社会導入に貢献しうる体制を整えるた

めの、選択肢を提
案しています。
　TA は我が国に
おいても断片的に
行われてはいます
が、問題の俯瞰的
な把握、不確実性
や価値の多様性の
考慮といった点で、

政策決定者のニーズや社会からの信頼に十
分に応えているとは言い難い状況です。
　｢事業仕分け｣は、科学技術開発に社会の

　今わが国では、停滞する経済を活性化する
ために、世界の最先端を行く技術開発をし、
それによって産業の活性化を図らなくてはなら
ない。そのために、成長戦略への期待が高まっ
ている。その効果は、具体的にどの分野の研
究に重点的に投資するか、その投資が成功す
るかにかかっているといえよう。
　先の読めないこうした研究への投資決定は、
どの国でも難しい問題である。わが国でもその
ための仕組はあるものの、実際には、研究費
の獲得を巡る各分野の研究者間で予算の争奪

戦が展開されているという批判の声も聞かれ
る。現実に、限られた予算を、今後成長の期
待される分野に投資決定することは容易ではな
い。新たな技術を生み出す可能性をどう見極め
るかということと、投資額が成果と結びつく可
能性が高いことから、その規模を決定すること
は政治的にも難しい。
　･･･民主的な決定手続にありがちな問題点は、
将来の不透明な事項について、多様な利害関
係者が自己に有利な主張をし、それを総合する
ような形でばらまき的な投資を行ってしまいが
ちなことである。不明確な目標、曖昧な評価基
準、無責任な決定者によって、非効率な投資
が行われる可能性があるのである。
　情報の収集分析の段階で多くが参加し、活

科学技術ガバナンス研究会では15回にわたり、TA 制度のあり方を巡る活発な議論が交わされた。

コメントする城山英明教授。
（政策ビジョン研究センター長）

目が届くとともに、
一定の意思決定の
透明化が行われた
という意味で評価
できますが、科学
技術について考慮
すべき目的や価値
の多様性の確保と
いう点では、課題が残りました。
　技術の社会導入にあたっては、幅広い関
係者や国民一般を巻き込んで対話を重ね、
それぞれにとっての便益や安全、リスクに
対する考え方の違いを踏まえて、個別技術
と社会のあり方をつなぐ、TA 本来の仕組み
が機能することが必要です。TA の制度化
にあたっては、いろいろなオプションが考え
られます。大学や企業、NPO など、TA を
担う複数の主体間をネットワーク化すること
により、ダイナミックで安定的な実施体制
を実現することも、選択肢の1つです。
　こうした TA 的な機能を既存の枠組みに
埋め込んで実践する、ネットワーク型の TA
の場合は、分散的に多様な個人や組織が関
与することから、責任の所在を明確にして
おくことが肝要です。ネットワークのコアと
なる主体が、責任を持ってマネジメントし、
対象課題や社会的・政治的状況に合わせて、
他の主体との連携のあり方を柔軟に変えて
いくことが求められます。これらは多様な
観点からの TA が必要とされる新しい世代
のTAのあり方として、実現が望まれます。

テクノロジーアセスメント（TA）とは

テクノロジーアセスメント制度化と選択肢
技術ガバナンス研究ユニット（責任者 : 城山英明）

政策提言の骨子
１．課題－科学技術の多様な社会的含意を可視化
する必要
２．TA 制度化の選択肢
（１）政府レベルでの TA機関の制度化
（２）政府によるTA活動のための資金枠の設定
（３）個別研究開発機関等のイニシアティブによる
制度化
（４）国際的制度化
３．組織・運営体制と人材の確保
（１）組織体制の確立：スタッフ数・予算
（２）運営体制の確立
（３）ステークホルダー・市民参画
（４）TAに求められる人材の確保

※本提言は、RISTEX 支援による、東京大学公共政策大学
院先進技術の社会影響評価手法の開発と社会への定着
（I2TA）プロジェクトにおける研究をもとに、政策の方向性
に関する提言としてとりまとめたものである。

発な議論をすることは望ましい。問題は、投資
する重点分野をしっかりと決めることであり、
対象から外れた人たちに、結果をどうやって受
け入れさせるかである。まさにその点に政治的
リーダーシップの重要性があるが、そのために
もきちんとしたデータ、特に世界的なトレンド
を踏まえた情勢分析に基づく議論をすることが
大切である。
　こうした体制は、萌芽的で将来的な可能性を
探り先行投資をする分野を決めるためには、特
に重要である。日本の科学技術政策において
も、科学技術投資決定のあるべき姿について
の原点に立ち戻って制度設計ないし制度運用を
行うことが必要であろう。

森田朗教授（政策ビジョン研究センター学術顧問）

テクノロジーアセスメント（先進技術の社会影響
評価）とは、従来の研究開発・イノベーションシ
ステムや法制度に準拠することが困難な先進技術
に対し、その技術発展の早い段階で将来のさまざ
まな社会的影響を予期し、社会的対応案を提示
することで、技術や社会のあり方についての問題
提起や意思決定を支援する制度や活動を指す。

全文は当センターHPコラムをご覧ください。
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お知らせ
お知らせ

退職教員の最終講義

　学内広報では、今年度末をもって本学を退職される
方々の最終講義のお知らせを掲載します。

大学院医学系研究科・医学部
數間　惠子　教授
（健康科学・看護学専攻・臨床看護学講座
成人看護学 /緩和ケア看護学分野）
日時：３月 18 日（金）15：00 ～ 16：30  　
会場：医学部２号館大講堂
演題：臨床看護－測定と評価、教育－ 30 余年の歩み

大学院工学系研究科・工学部
内藤　廣　教授
（社会基盤学専攻）
日時：３月 11 日（金） 15：30 ～ 17：30 　
会場：工学部１号館 15 号講義室
演題：建築・都市・土木を横断する

大学院情報理工学系研究科
辻井　潤一　教授
（コンピュータ科学専攻）
日時：３月 18 日（金） 15：00 ～ 16：30
会場：工学部２号館 213 号室
演題：計算機と言葉：言語処理研究の 40 年をふりかえっ
て

社会科学研究所
仁田　道夫　教授
（附属社会調査・データアーカイブ研究センター）
日時：３月８日（火）15：00 ～ 17：00
会場：経済学研究科学術交流棟・小島ホール
演題：非正規雇用をめぐって

お知らせ
大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第 536（２月２日）号の発行
 ――教員による、学生のための学内新聞――

　「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、15 号館ロビー、図書館ロビー、生協
書籍部、駒場保健センターで無料配布しています。バッ
クナンバーもあります。
　第 536 号の内容は以下のとおりとなっていますので、
ぜひご覧ください。

吉田丈人：教養としての「生物多様性」
松原隆一郎：世界柔道選手権を制した秘技「柴山縦」
東大柔道部員が開発
村田純一：二〇年を振り返って
渡會公治：ときどきロコモ　駒場を去る
岡本拓司：「真空から生まれる科学と技術――アリスト
テレスからカミオカンデまで――」展の準備について

〈本の棚〉
山本泰：渡會公治著『介護に頼らない身体をつくる　い
ますぐできるロコモ体操　ロコモティブシンドローム』
「気づく」というアート

〈時に沿って〉
阪本拓人：オススメすることしないこと
奥田拓也：機会はどこにあるか：
豊田太郎：2010 年を振り返って
班目春彦：運動の記憶

学部報委員会：コーナーストーン
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お知らせ
情報基盤センター

「人文社会系のためのRefWorks 入門」ほか
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

　講習会に参加して、論文の探し方や便利な文献管理
ツール RefWorks の使い方をマスターしましょう！
　情報基盤センター図書館電子化部門では、“情報探索
ガイダンス”各種コースを実施しています。
　実際にパソコンを操作しながら実習するので、わかり
やすいと大変好評です。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。
　※自宅からの利用方法はどのコースでも説明します。

■ 3/2（水）12:10 ～ 12:30
　　自宅から検索するには？（20 分ワンポイント講習）
　自宅からデータベースや電子ジャーナルを使う方法だ
け、知りたい。そんな方にお奨めなのが、このコース。
ECCS アカウント認証による SSL-VPN Gateway サービ
スを紹介します。

■ 3/3（木）13:30 ～ 14:30
　　人文社会系のための RefWorks 入門【新コース】
　人文社会系でこれから RefWorks を使ってみようとい
う方向けに、Web 版の文献管理ツール「RefWorks」の
使い方を説明します。CiNii（日本語論文）、EBSCOhost
（英語論文）などご希望に応じてデータベースからのデー
タの取り込み方、参考文献リストの自動作成方法を実習
します。（過去の「RefWorks を使うには？」コース参
加者は受講不要）

■ 3/4（金）15:00 ～ 16:00
　　学位論文を探すには？【新コース】
　国内外の学位論文を検索できる各種データベースを紹
介します。東大で新たに導入されたばかりの「ProQuest 
Dissertations & Theses Full Text」（北米を中心に世界
1,700 以上の大学・全分野の学位論文データベース）の
検索実習もやってみましょう。

■ 3/8（火）16:00 ～ 17:00
　　はじめての医学系論文の探し方
　　（医中誌Web と PubMed）
　初心者向け。医学部以外の方も歓迎です。医学・薬学・
獣医学・看護学・社会医学までカバーする国内の医学文
献データベース「医中誌Web」と、世界最大の医学系デー
タベースMEDLINE の無料版「PubMed」の基本的な
検索方法を実習。（「医学系文献検索入門」参加者は受講
不要）

■ 3/10（木）12:10 ～ 12:40
　　海外の新聞記事を探すには？（30 分クイック講習）
　海外の新聞記事を検索できる各種データベースをまと
めてコンパクトに紹介します。

■ 3/11（金）16:00 ～ 17:00
　　自然科学系のための RefWorks 入門【新コース】
　自然科学系でこれから RefWorks を使ってみようとい
う方向けに、Web 版の文献管理ツール「RefWorks」の
使い方を説明します。Web of Science、ScienceDirect、
PubMed、医中誌Web などご希望に応じてデータベー
スからのデータの取り込み方、参考文献リストの自動作
成方法を実習します。（過去の「RefWorksを使うには？」
コース参加者は受講不要）

月 火 水 木 金
3/1 3/2

12:10-12:30
自宅から
検索
するには

3/3
13:30-14:30
人文社会系
のための
RefWorks

3/4
15:00-16:00
学位論文を
探すには

3/7 3/8
16:00-17:00
はじめての
医学系論文
の探し方
（医中誌Web
と PubMed）

3/9 3/10
12:10-12:40
海外の
新聞記事を
探すには

3/11
16:00-17:00
自然科学系
のための
RefWorks

●会場：本郷キャンパス総合図書館１階講習会コーナー
　（ECCS の無線 LAN対応ノート PC持込 OK）

●参加費：無料

●予約不要　各回先着 14 名。直接ご来場ください。

★授業・ゼミでも講習します！
　論文の探し方の出張講習を、随時受付中です（無料）。
授業やゼミの内容に合わせて講習いたします。
　論文指導や進学予定者へのガイダンスにもご活用くだ
さい。少人数でも、どのキャンパスでもOKです。
　会場のことなど各種ご相談に応じます。お気軽にご連
絡ください。
　過去の実施例は以下のURLでご覧いただけます。
（http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.html）
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★ Litetopi メールマガジン発信中！
　本学所属の方を対象に、データベースのニュースや講
習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
下記アドレスまでメールでご連絡ください。（無料）

literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 
（* は @に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html
（ツイッター　http://twitter.com/gacos_todai）

お知らせ
分子細胞生物学研究所

分子細胞生物学研究所・医科学研究所　合同
技術発表会のお知らせ

　分子細胞生物学研究所と医科学研究所では、以下の予
定で今年度の技術発表会を開催することになりました。

日時　３月４日（金） 13:00 ～ 15:30
会場　弥生講堂アネックス　エンゼル研究棟講義室
参加費　無料
問い合わせ先 tsueda@iam.u-tokyo.ac.jp 

プログラム
[ 技術発表 ]
「ヒアルロン酸受容体 Stabilin-2 の欠損はガンの転移を
抑制する」
　分生研　発生・再生　西條（及川） 栄子

「心臓発生と心疾患理解のためのイメージング解析」
　分生研　心循環器再生　横田　直子

[ 研修報告 ]
「実験動物関係高度技術研修報告」
　分生研　核内情報　井上　絵里奈

[ 技術発表 ]
「培養細胞及びマウス卵ライブイメージングによるアク
チン結合蛋白質トロポミオシン４の機能解析」
　医科研　癌細胞シグナル　西住　紀子

「次世代型質量分析計と SILAC 法を利用したシグナル
伝達研究」
　医科研　疾患プロテオミクスラボラトリー　秦　裕子

お知らせ
本部学生支援課

第 57 回東京地区国公立大学連合文化会美術展
（国公立展）のご案内

　都内国公立大学 11 校の美術系サークルの展覧会「東
京地区国公立大学連合文化会美術展都内国公立大学 11
校美術部合同展」（国公立展）が今年は本学が当番校と
なり、下記の日程にて開催されます。
　この美術展は、実施までおよそ１年をかけ、学生が主
体となって企画、準備を行うもので、テーマ（今年は“宇
宙”）に基づく各大学の共同作品等、多種多様な作品が
出展され、学生間の交流を促進するとともに、活動意欲
を刺激する場となっています。
　本学からは毎年、美術サークル（本学届出学生団体）
が参加しています。入場は無料となっておりますので是
非、この機会に学生達の成果をご覧ください。
　
日時：３月 16 日（水）～３月 21 日（月）
３月 16 日（水）～ 20 日（日 )10：00 ～ 18：00 ＜入場
は 17:30 まで＞
３月 21 日（月）10：00 ～ 16：00 ＜入場は 15：30 まで＞
場所：目黒区美術館区民ギャラリー
（JR 山手線目黒駅より徒歩 10 分・
東急バス田道小学校入り口より徒歩３分）
入場料：無料
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参加大学：
お茶の水女子大学 ,
首都大学東京 ,
電気通信大学 ,
東京大学 ,
東京医科歯科大学 ,
東京外国語大学 ,
東京海洋大学 ,
東京学芸大学 ,
東京工業大学 ,
東京農工大学 ,
一橋大学 (with 津田塾大学 )（50 音順）

HP: http://jfn.josuikai.net/circles/culture/h-t-bijutsubu/
kokkouritsu2011/

【本件に関する問合せ先】
　本部学生支援課学生生活チーム　辻角・山形
　TEL：03-5841-2524・2514（内線 22524・22514）

お知らせ
医科学研究所

「第８回市民公開医療懇談会」のご案内

　医科学研究所附属病院では、毎月最終水曜日の夕方、
一般市民の方々を対象に市民公開医療懇談会を開催して
おります。専門医から直接医療に関する話を聞くことが
できるまたとない機会です。奮ってご参加ください。
　３月の第８回目は以下のとおりです。

 　○心肺蘇生法を学びましょう
　　　～突然死から身を守るために～
　　　　　　　　　　　先端診療部　中岡　隆志　講師
　 ○高血圧と診断されたら
　　　　　　　　　　　先端診療部　高橋　直之　助教
　・日　時　３月 30 日（水）17：30 ～ 18：30
　・場　所　医科学研究所附属病院　８階ホール
　　　　　　〒 108-8639　東京都港区白金台４- ６- １
　・入場料　無料
　・定　員　100 名
　・問合せ　医科学研究所庶務係
　　　　　　TEL　03-5449-5572  FAX 03-5449-5402  
　　　　　　E-mail u-shomu@ims.u-tokyo.ac.jp



宮廻美明名誉教授

　宮廻美明先生は、昨年
12 月 17 日に逝去されまし
た。享年 63 歳でした。
　先生は、昭和 44 年３月
に早稲田大学をご卒業後、
長年、住友商事株式会社に
勤務された後、平成 15 年
に大学院法学政治学研究科
の教授に就任されました。昨年３月に定年退職されま
したが、その後も大学院法学政治学研究科の客員教授
としてお勤めいただきました。
　先生は、豊富な実務経験に基づき、企業法務の分野
で優れた研究をされ、幅広い分野について裁判例を分
析して実務への影響点を指摘するというバランスのと
れた学風で学界に多大な貢献をされました。また、先
生は、大学院法学政治学研究科において、「比較法政
国際センター」（改組後は「ビジネスロー・比較法政
研究センター」）の教授として、同センターや法科大
学院の諸事業において指導的な役割を演じられまし

た。
　先生は、ビジネスロー・比較法政研究センターの責
任者として、センターの諸業務を丁寧に担当され、こ
の間、先生の企画されたシンポジウムを始めとする諸
行事は、先生のおかげで、順調かつ盛況に行われてき
ました。
　また、法科大学院では、アメリカのコロンビア大学
およびミシガン大学の先生方による英語による授業の
企画を担当されたほか、毎年夏にヨーロッパとアメリ
カから外国人の講師を招いて合宿形式で行われる英語
による授業であるサマースクールの企画・運営におい
て、先生は、文字通り陣頭指揮をとってこられました。
全国の法科大学院のなかでも東京大学でしかできない
このサマースクールも、先生のおかげで法科大学院学
生の参加者の数は年々増大する盛況ぶりとなって現在
に至っています。
　このほかにも、教育面では、毎年実践的な講義と演
習を担当され、先生は、受講した多くの学生から慕わ
れる存在でありました。
　ここに先生のご功績と温かいお人柄を偲びつつ、謹
んでご冥福をお祈り申し上げます。

（大学院法学政治学研究科・法学部）

訃　報
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人事異動（教員）
連 絡事 務

伊藤正己名誉教授

　本学名誉教授伊藤正己先
生は、昨年 12 月 27 日に逝
去されました。享年 91 歳
でした。
　先生は、戦時下の昭和
18 年、若き法律学研究者
を残さなければならないと
いう目的で選ばれた特別研
究生の一人となり、英米法を専攻し、戦後においてア
メリカ法の影響がさまざまな法制度に及ぶにあたり、
まさに戦後の法律学を主導する役割を果たされまし
た。日米法学交流計画でアメリカ留学の機会を与えら
れ、その帰国後に公刊された『言論・出版の自由』（岩
波書店・1959 年）によって 40 歳で日本学士院賞を受
賞したことをはじめとし て、『プライバシーの権利』、
『憲法の研究』、『イギリス法研究』、など、英米法と日
本法の双方にまたがる重要問題について、時代の先端
を行く研究と、基礎法学的な研究との両方において優
れた業績を発表し続けました。またそのわかりやすく
達意の文章力で書かれた初学者向けの『現代法学入門』

や『アメリカ法入門』はいまだに多くの学生の必携書
となっています。
　学内行政においても、法学部長や総長特別補佐など
を歴任したほか、本学退職後には最高裁判所裁判官と
なり、ほぼ 10 年の最高裁時代に数多くの少数意見・
補足意見を書かれました。その後も、日本育英会会長
や著作権審議会会長、国際科学技術財団参与など、幅
広い社会的活動で貢献されました。平成11年（1999年）
には文化勲章も受章されています。
　文化勲章受章時には、一方で、先生の直弟子である
英米法研究者 10 数名が小さなお祝いの会を設定する
ことがあり、他方では、先生が本学在職中に顧問をさ
れていた柔道部の有志が発起人となって 200 人以上が
集まるお祝いの会が開かれたりしました。法学部山の
会の顧問もされるなど、研究者になろうとする人だけ
ではない、さまざまな学生たちとも交流を深めました。
伊藤先生の最後の演習に参加した人たちが、卒業後も
「まさみ会」と称して先生を囲む会を続けたというの
も、伊藤先生のお人柄によるものだと思われます。
　その多大なるご功績と暖かなお人柄を偲びつつ、謹
んで哀悼の意を表します。

（大学院法学政治学研究科・法学部）

訃　報

発令日、部局、職、氏名（五十音）順

発令日 氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（退　　職）

23.1.31 樋口　　理 大学院工学系研究科准教授 医科学研究所准教授
（採　　用）

23.1.16 東　　大作 大学院総合文化研究科准教授

23.1.16 福井　尚志 大学院総合文化研究科准教授 国立病院機構相模原病院臨床研究センター病態総合
研究部長

（昇　　任）
23.1.16 鈴木　雅京 大学院新領域創成科学研究科准教授 大学院新領域創成科学研究科講師
23.1.16 越川　直彦 医科学研究所准教授 医科学研究所講師
23.1.16 長崎　正朗 医科学研究所附属ヒトゲノム解析センター准教授 医科学研究所附属ヒトゲノム解析センター助教
23.2.1 橋本　鉱市 大学院教育学研究科教授 大学院教育学研究科准教授

（配 置 換）
23.2.1 伊藤　耕一 大学院新領域創成科学研究科准教授 医科学研究所准教授

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
　東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。
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特集
02 ご存知ですか？ 安田講堂のエトセトラ

NEWS
一般ニュース

05 本部環境安全課
本部防災訓練、実施される
部局ニュース

05 大学院工学系研究科・工学部
第一回協定校訪問プログラムを実施

06 大気海洋研究所
秋の所内厚生行事、写真コンテストと卓球大会を
開催

07 大学院総合文化研究科・教養学部
「第五回東京大学 E.S.S. 杯争奪英語弁論大会」の
報告

08 情報基盤センター
学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点
第２回シンポジウム 開催報告

09 地震研究所
職員研修会を開催

09 大学院工学系研究科・工学部
文化財防火デー消防演習行われる

10 地震研究所
2010 年度地震火山災害予防賞の授与

11 地震研究所
新燃岳噴火の合同説明会を開催

12 先端科学技術研究センター
教授会セミナーで「伝える」：2011 年から短期
滞在外国人研究者も対象に

コラム
13 決算のDOOR　～数字が語る東京大学　第５回
13 ASIAN DIVERSITY No.5
14 Crossroad　産学連携本部だより　vol.63
15 Policy + alt　vol.17
16 インタープリターズバイブル　vol.43
16 PCリユースのわ　第 16回
17 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第 60回
17 FOREST NOW
18 コミュニケーションセンターだより No.73

INFORMATION
お知らせ

20 退職教員の最終講義
20 大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第 536( ２月２日 ) 号の発行
――教員による、学生のための学内新聞――

21 情報基盤センター
「人文社会系のためのRefWorks 入門」ほか
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知ら
せ

22 分子細胞生物学研究所
分子細胞生物学研究所・医科学研究所　合同技
術発表会のお知らせ

22 本部学生支援課
第 57回東京地区国公立大学連合文化会美術展
（国公立展）のご案内

23 医科学研究所
「第８回市民公開医療懇談会」のご案内

訃報
24 宮廻　美明　名誉教授
25 伊藤　正己　名誉教授

事務連絡
25 人事異動（教員）

巻末特集
26 東京大学基金へのご寄附のお願い

淡青評論
28 特任教員が研究代表者になれるように

編 集後 記
やっぱり、一番エキサイティングなのは「現場」です。
「事件は会議室で起きてるんじゃない！　現場で起きて
んだ！」の名セリフを俟つまでもなく、これは自明のこ
と。そんな「エキサイティングな現場」の痕跡を随所に
残しているスペースといえば、安田講堂なのです。
　内田祥三の創造行為の「現場」の痕跡、連綿と続く卒
業式・入学式の「現場」の痕跡、東大紛争安田講堂占拠
の痕跡（これはもうほぼないかな？）……そして、時計
台裏のスペースに残された往年の黒電話！　今号の特集
はそんな魅力いっぱいの安田講堂を大解剖しました。昨
年秋から学内広報編集スタッフとなった F本さんの責
任編集です。F本さん！　これからもさまざまな「東大
の現場」を学内広報で伝えていってくださいねー！　
　以上、広報課・Sが制作の現場からお伝えしました。
（し）

◆表紙写真◆
「俯瞰」（撮影：工学系研究科機械工学専攻　デザインイ
ノベーション社会連携講座　高野　将充さん）



淡
青
評
論

七徳堂鬼瓦

（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

 　この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前に
広報室の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報室までお送り
ください。なお、記事についての問い合わせ及び意見の申し入
れは、本部広報課を通じて行ってください。

No.1409　2011 年 2月 22 日

東京大学広報室
〒113-8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学本部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp/

特任教員が研究代表者になれるように

　当時、ヒトゲノム解読から大きなプロジェクトが始まり、それがうまくいけば次に発展できる
とのんきに考えていた。ところが、特任教授という有期雇用になるととんでもない制度的な不備
がわかってきた。文部科学省は、「研究代表者の給与を研究費からだしてはいけない」というのだ。
他の研究者を雇用するのはいいが、自分の給与はだしてはいけないというのである。
　今、各種の研究費はエフォート率で管理されている。ある研究費で雇用されている時に、別の
研究をしてはいけないという。当然、研究代表者も特任教員の場合は、エフォート分はその研究
費から支出しなくてはならない。ところが、文部科学省は代表者に給与をださない。これでは特
任になったら研究代表者になれないということと同じである。エフォート率というのは従事した
研究にかかる時間に対応して給与を払うというのが世界標準である。研究者代表者の給与が払え
ない助成金などありえない。
　定年延長が進むにつれて、東大でも２０代の正規教員はほとんどいなくなり、３０代前半の正
規教員も以前の半分である。若手研究者の主体は有期雇用の特任教員となっている。有期雇用で
スタートした若手研究者が、代表研究者になってこそ、次の世代が育つはずである。最近の大型
の募集「最先端次世代助成」でも代表者に給与支給できないという。文部科学省はこうした筋の
とおらない規制はなくすべきだし、東大としてもきちんとした対応を急ぐべきである。濱田総長
の勇断をお願いしたい。

児玉　龍彦（先端科学技術研究センター）

　東京大学は２００１年、定年を６０歳から６５歳に定年延長する
ことをきめた。しかし、給与の仕組みは以前のままであったため、
６０歳以上の高給取りの教授を一人雇うには、若手教員のポジショ
ンを２つ減らすことになった。筆者は、若手雇用の仕組みとして企
業、財団などの研究予算で教員を雇える特任教員という有期雇用の
制度つくりを佐々木総長時代の総長補佐としてすすめ、公務員を辞
職して特任教授の第一号になった。

学内広報において、一部誤りがありましたので
訂正いたします。関係部署および関係者の皆様
に深くお詫び申し上げます。

No.1408（2011.1.25）
2 ページ：枠内右下　
理学系研究科・理学部の記述内　4・6行目
（誤）金色
（正）黄色

53 ページ：枠内左列　10 行目 
（誤）定年
（正）停年
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